
2
0
2
1
年
度
賃
金
配
分
決
定
、配
分
オ
ル
グ
始
ま
る

交渉が難航する中、西鉄グループ各単組が
生活水準の維持にこだわった交渉を徹底

第
７
回
中
央
委
員
会

21春闘解決一覧（私鉄総連加盟の西鉄グループ）

西
鉄
の
賞
与
支
給
月
数
は
業
績

連
動
と
な
っ
て
い
る
が
、２
０
２
０

年
度
決
算
で
は
、国
際
物
流
事
業

本
部
以
外
の
業
績
連
動
賞
与
支

給
月
数
表
の
下
限
で
あ
る
年
間
経

常
利
益
を
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。そ
の
た
め
、確
認
書（
別
冊
）

の
規
定
に
基
づ
き
、５
月
14
日

（
金
）か
ら
18
日（
火
）に
か
け
て
、

「
２
０
２
１
年
夏
期
賞
与
に
関
す

る
労
使
協
議
」を
実
施
し
、夏
期

賞
与
支
給
月
数
お
よ
び
支
給
額

な
ど
に
つ
い
て
、会
社
と
協
議
を
お

こ
な
う
。交
渉
の
経
過
に
つ
い
て

は
、適
宜
、速
報
で
各
職
場
に
お
伝

え
す
る
。

２
０
２
１
年

夏
期
賞
与
は

労
使
協
議
へ

（
国
物
以
外
）

２
０
２
１
年

夏
期
賞
与
は

労
使
協
議
へ

（
国
物
以
外
）

４
月
22
日
、組
合
本
部
で
、第
７

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、中
央

委
員
・
特
別
中
央
委
員
ほ
か
約
60

名
が
出
席
。「
２
０
２
１
年
度
賃

金
配
分
」を
原
案
ど
お
り
決
定
す

る
な
ど
、全
て
の
議
案
を
満
場
一

致
で
決
定
し
た
。

な
お
、翌
23
日
よ
り
、賃
金
配
分

オ
ル
グ
を
開
始
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
、一
部

分
会
で
は
オ
ル
グ
の
開
催
を
見
合

わ
せ
る
な
ど
、例
年
の
よ
う
な
オ

ル
グ
を
開
催
で
き
な
い
が
、各
職

場
に「
賃
金
配
分
」を
送
付
し
て
い

る
の
で
、各
自
必
ず
内
容
を
確
認

す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は「
か
べ
新

聞
第
５
号
」参
照（
分
会
掲
示

板
、イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労

組
掲
示
板
に
掲
載
）

※「
2
0
2
1
年
度
賃
金
配
分
」は

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労
組

掲
示
板
に
も
掲
載

■
開
催
日
：
４
月
22
日（
木
）

■
場　

所
：
組
合
本
部

１面

１面

１面

2021年度賃金配分決定

西鉄グループ労組、21春闘解決

分会長変更（自事・本社事業）

２面

２面

２面

2021政策・制度要求決定

「はっとり誠太郎」候補、当選

分会トピックス（竹下・国物東・国物西・事務）

こ
な
う
。交
渉
の
経
過
に
つ
い
て

は
、適
宜
、速
報
で
各
職
場
に
お
伝

え
す
る
。

単組名

西鉄バス北九州労組

西鉄観光バス労組

九州急行バス労組

日田バス労組

亀の井バス労組

西鉄グループバス労組

私鉄福岡西鉄タクシー労組

久留米西鉄タクシー労組

筑豊電気鉄道労組

西日本鉄道労組

月例賃金

賃金表に基づいた昇給実施

一人平均1,000円

昇給ゼロ、安全手当

一人平均500円

社員800円＋700円　
Ｎ社員1,500円

一人平均1,000円+α

現行通り

現行通り

人事制度に基づき定期昇給

一人平均3,500円
国際物流事業本部：定期昇給実施

賞与

夏1.5ヵ月
冬別途協議

年間3.15ヵ月＋業績連動

年間4.6ヵ月

業績連動

夏1.476ヵ月　　　　　　
冬1.5ヵ月＋業績連動

夏1.5ヵ月＋業績連動

業績連動

別途協議

人事制度に基づき業績連動

業績連動

※私鉄総連調べ

森
屋
隆
参
議
院
議
員
は
、４
月

６
日
、国
土
交
通
委
員
会
で
質

問
に
立
ち
、賃
金
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
運
賃
に
つ
い
て
、鉄
道
、タ

ク
シ
ー
な
ど
、モ
ー
ド
ご
と
に
国

交
省
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

冒
頭
、導
入
か
ら
24
年
も
経
過

し
て
い
る
、鉄
道
運
賃
の
総
括
原

価
方
式
に
お
け
る
ヤ
ー
ド
ス

テ
ィ
ッ
ク
方
式
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。ヤ
ー
ド
ス
テ
ィ
ッ
ク
方
式

は
、人
件
費
の
抑
制
に
影
響
を
与

え
て
お
り
、制
度
の
検
証
の
必
要

性
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。国
交

省
は
、こ
の
方
式
の
有
効
性
に
つ

い
て
は
肯
定
し
つ
つ
も「
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
活
様
式
に

適
合
し
た
運
賃
な
ど
の
議
論
も

あ
る
。鉄
道
の
運
賃
制
度
に
つ
い

て
は
、必
要
に
応
じ
て
適
切
に
検

証
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
問
題

点
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
問

題
点
、東
京
都
特
別
区
・
武
三
地

区（
東
京
23
区
に
武
蔵
野
市
、三

鷹
市
を
加
え
た
地
区
）の
運
賃

改
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
、国
交

省
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。国
交

省
は
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、積
極
的
に
促

進
す
る
が
、運
転
手
や
乗
客
に

と
っ
て
の
公
平
性
に
つ
い
て
の
懸

念
事
項
は
念
頭
に
お
き
慎
重
に

進
め
る
。ま
た
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
に
つ
い
て
は
、導
入
経
費
の

一
部
を
助
成
し
、運
転
手
に
手
数

料
負
担
を
さ
せ
る
よ
う
な
事
業

者
に
は
し
っ
か
り
指
導
す
る
」と

明
言
し
ま
し
た
。ま
た
、「
昨
年
、

運
賃
改
定
で
き
な
か
っ
た
東
京

都
特
別
区
・
武
三
地
区
の
事
業

者
か
ら
運
賃
改
定
を
求
め
る
声

は
承
知
し
て
お
り
、利
用
者
へ
の

影
響
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら

検
討
す
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

森
屋
隆
参
議
院
議
員
は
、い
つ

も
労
働
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

私
た
ち
が
働
く
現
場
の
声
を
国

政
に
届
け
て
い
ま
す
。

【
森
屋
隆
ニュ
ー
ス
N
o.
16
よ
り
作
成
】

分会長（中央委員）変更

国土交通委員会で質問

組
織
内
議
員

森
屋
隆
参
議
院
議
員

            

活
動
報
告

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

労
働
者
に
適
正
な
賃
金
を
！

▲ブログ

▲Facebook

　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

需
要
の
繁
閑
に
応
じ
て
運
賃
を
変
動  

　

さ
せ
る
仕
組
み
。需
要
が
多
い
と
き
は

　

高
く
、少
な
い
と
き
は
安
く
な
る
。

※
森
屋
隆
参
議
院
議
員
は
、私
鉄
組

合
員
の
代
表
と
し
て
精
力
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。森
屋
議
員
の
直
近

の
活
動
に
つ
い
て
は
、F
a
c
e-

b
o
o
k
や
ブ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
動
車
事
務
分
会【新】武野義亮

↑
【旧】野崎保彦

本
社
事
業
分
会【新】遠藤智樹

↑
【旧】髙鍋  仁

※いずれも４月６日付

４
月
１
日
、西
鉄
本
社
で
新
入

社
員
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
研
修

の
中
で
、渡
辺
組
織
部
長
が
労
働

組
合
に
つ
い
て
の
講
和
を
お
こ

な
っ
た
。渡
辺
部
長
は
、西
鉄
社
員

に
な
る
こ
と
は
西
鉄
労
組
の
組
合

員
に
な
る
こ
と
で
も
あ
る
と
、ユ
ニ

オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
制
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、組
合
員
を
守
る
組

織
が
労
働
組
合
で
あ
る
と
し
て
、

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
労
働

組
合
を
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し

い
と
訴
え
た
。

出
席
し
た
新
入
社
員
か
ら
は
、

「
立
場
の
弱
い
労
働
者
を
守
っ
て
く

れ
る
労
働
組
合
が
機
能
す
る
こ
と

が
、よ
り
良
い
会
社
経
営
に
つ
な

が
る
と
思
っ
た
」「
労
働
組
合
は
会

社
と
対
立
し
て
い
る
印
象
が
強

か
っ
た
が
、そ
の
印
象
は
払
拭
さ

れ
、む
し
ろ
必
要
な
組
織
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
」な
ど
と
、労
働

組
合
の
必
要
性
に
理
解
を
示
す
声

が
多
く
あ
が
っ
た
。

労
働
組
合
に
つ
い
て

新
入
社
員
に
説
明

労
働
組
合
に
つ
い
て

新
入
社
員
に
説
明

新入社員研修の風景

◆13日（木）…医療共済幹事会、
　　　　　　 事務局会議
◆21日（金）…執行委員会
◆31日（月）…医療共済幹事会、
　　　　　　 中央委員会

組合本部 5月スケジュール

※急遽変更となる場合が
あるので、ご注意ください。

西鉄労組ホームページ （http://nnr-u.org）▶
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国
際
物
流
東
日
本
分
会
で

は
、日
頃
よ
り
、組
合
員
各
々
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、５
人
１
組
に
て

班
を
編
成
し
、週
ご
と
に
担
当

を
割
り
振
り
、休
憩
ス
ペ
ー
ス
や

会
議
室
、各
ド
ア
の
ド
ア
ノ
ブ
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
な
ど
、

事
務
所
内
の
全
て
の
共
用
部
分

の
除
菌
清
掃
を
手
分
け
し
て
徹

底
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
除

菌
清
掃
は
毎
朝
欠
か
さ
ず
実
施

し
て
お
り
、組
合
員
一
人
ひ
と
り

の
日
頃
の
取
り
組
み
が
、感
染

防
止
に
繋
が
っ
て
い
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
勢
い
は
依
然
と
し

て
衰
え
る
様
相
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、日
々
継
続
し
て
除
菌
清

掃
を
行
う
こ
と
で
、引
き
続
き

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
努
め
て
参

り
ま
す【

教
宣
部
長
　
山
口
遼
祐
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
が
発
生
し
て
、は
や
１
年
が

過
ぎ
、我
々
が
在
籍
す
る
国
際

物
流
西
日
本
・
土
佐
堀
オ
フ
ィ
ス

が
あ
る
大
阪
府
も
、３
度
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。職
場
で

感
染
者
が
出
な
い
よ
う
に
、消

毒
を
行
う
べ
く
入
口
に
消
毒
液

を
置
き
、座
席
に
は
感
染
予
防

と
し
て
仕
切
り
板
を
置
い
て

日
々
の
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り

ま
す
。昨
年
の
自
粛
の
反
動
か

ら
物
流
の
需
要
が
急
拡
大
す
る

中
、業
務
効
率
と
感
染
予
防
の

両
立
を
求
め
ら
れ
る
毎
日
で
す

が
、業
務
に
滞
り
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
な
く
、お
客
様
の
ご
要

望
に
対
処
し
な
が
ら
感
染
症
対

策
も
怠
る
こ
と
な
く
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
教
宣
部
長
　
辻
　
寛
太
】

４
月
１
日
、今
年
も
無
事
に

新
入
社
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
以
前
で
あ

れ
ば
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
新
入

社
員
研
修
を
は
じ
め
、多
種
多

様
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
て

配
属
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、今
年
度
に
つ
い
て
は
、昨
年

度
に
引
き
続
き
、感
染
対
策
と

し
て
Z
O
O
M
を
用
い
た
リ

モ
ー
ト
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
社
事
務
分
会
で
は
、

I
C
T
を
活
用
す
る
こ
と
で
、コ

ロ
ナ
禍
の
様
々
な
制
約
を
バ
ネ

に
、よ
り
一
層
の
業
務
の
充
実
、

効
率
化
に
向
け
て
、組
合
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
教
宣
部
長
　
堀
之
内
尚
輝
】

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、依

然
と
し
て
仕
事
や
組
合
活
動
に

影
響
が
出
て
い
る
中
、竹
下
分

会
で
は
、４
月
20
日
よ
り
、福
岡

空
港
の
国
内
線
・
国
際
線
を
結

ぶ
連
絡
バ
ス
を
、Ｂ
Ｒ
Ｔ
バ
ス
に

変
更
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。竹

下
分
会
で
は
、運
行
を
よ
り
安

全
・
安
心
に
行
っ
て
も
ら
う
た

め
、事
前
準
備
の
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、現
状
の
把
握
と
課
題

を
出
し
合
い
、労
使
で
日
々
協

議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。竹
下
分

会
で
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
な
い
熱
い
気
持
ち
で
奮
闘
し

て
い
ま
す
!!

【
教
宣
部
長
　
舛
谷
豪
記
】

４
月
11
日
に
投
開
票
さ
れ
た

福
岡
県
知
事
選
挙
で
は
、西
鉄

労
組
が
推
薦
す
る「
は
っ
と
り
誠

太
郎
」候
補
が
当
選
を
果
た
し

た
。「
は
っ
と
り
誠
太
郎
」候
補

は
、小
川
前
知
事
の
県
政
継
承

を
掲
げ
、「
即
戦
力
＆
確
か
な
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、「
雇
用
・
賃
金
な
ど
暮
ら
し

を
支
え
る
生
活
基
盤
づ
く
り
」

「
子
ど
も
政
策
」な
ど
を
訴
え
て
、

選
挙
戦
を
展
開
し
た
。当
選
を

受
け
て「
は
っ
と
り
誠
太
郎
」候

補
は
、「
県
内
を
回
る
こ
と
で
県

民
の
皆
さ
ん
と
の
絆
が
生
ま
れ

た
。誰
も
が
安
心
し
て
笑
顔
あ
ふ

れ
る
福
岡
県
を
作
っ
て
い
く
」と
、

力
強
く
抱
負
を
述
べ
た
。

★
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、期
日
前
投
票
の
推

進
な
ど
、組
合
の
政
治
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。【

政
治
部
】  

「はっとり誠太郎」
候補が当選、
福岡県知事選

※「
西
鉄
労
組

政
策・制
度
要
求
」は
、イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
あ
る
西
鉄
労
組
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載

基
調
講
演

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
と
は

何
か
？
」

西
鉄
労
組
２
０
２
１
政
策
・
制
度
要
求
決
定
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
を
学
習

　

４
月
16
日
、福
岡
市
立
早
良
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、「
２
０
２
１
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
、分
会
長
・
出
向
班
長
・
女
性
委
員
・

分
会
役
員
な
ど
が
出
席
。「
西
鉄
労
組

2
0
2
1
政
策
・
制
度
要
求
」を
決
定
す
る

と
と
も
に
、慶
應
義
塾
大
学
の
井
手
英
策

教
授
よ
り
、「
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
と
は
な

に
か
？
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
受
け
、

医
療
や
教
育
と
い
っ
た
、命
と
暮
ら
し
に
直

結
す
る
サ
ー
ビ
ス（
＝
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
）を
無
償
給
付
す
る
社
会
の
必
要
性
に
つ

い
て
学
習
し
た
。

　

西
鉄
労
組
は
、独
自
の
政
策
・
制
度
要
求

を
策
定
し
、連
合
福
岡
な
ど
を
通
じ
て
行

政
に
訴
え
る
こ
と
で
、私
た
ち
が
働
き
や
す

い
職
場
環
境
づ
く
り
や
、私
た
ち
が
生
活

し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
お
り
、

要
求
策
定
は
今
回
で
４
度
目
。要
求
項
目

と
し
て
は
、カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

撲
滅
、バ
ス
乗
務
員
の
要
員
確
保
対
策
、鉄

道
事
業
の
安
全
性
向
上
に
向
け
た
支
援
拡

充
、危
険
物
輸
送
の
荷
主
教
育
対
策
な
ど

29
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。ま
た
、今
回
か
ら

は
、政
策
・
制
度
要
求
の
実
現
に
向
け
て
、

推
薦
す
る
県
議
会
議
員
や
市
議
会
議
員
な

ど
と
も
、策
定
し
た
内
容
の
共
有
を
は
か
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

　

財
政
社
会
学
が
専
門
の
井
手
教
授
は
、

「
日
本
は
運
・
不
運
で
一
生
が
決
ま
る
自
己

責
任
社
会
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、私
た
ち
の
生
活
は
苦
し
く
な
っ
て
い
る
」

と
指
摘
。
ま
た
、「
誰
も
が
今
日
事
故
に

遭
い
障
害
を
負
っ
て
、
明
日
か
ら
働
け
な

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
医
療
・
介
護
・

教
育
・
障
が
い
者
福
祉
と
い
っ
た
ベ
ー
シ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス
を
無
償
で
利
用
で
き
る
社
会

の
必
要
性
を
訴
え
た
。
財
源
と
し
て
は
、

消
費
税
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
以
下
の
16
％
程

度
ま
で
増
税
す
れ
ば
可
能
に
な
る
た
め
、

「
貯
蓄
ゼ
ロ
で
も
国
民
全
員
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
た
い
」
と
、
裕
福

で
は
な
い
家
庭
環
境
で
育
っ
た
ご
自
身
の

経
験
を
交
え
な
が
ら
、
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

分会トピックス

２
０
２
１
政
策
セ
ミ
ナ
ー
■
開
催
日
：
4
月
16
日（
金
）

■
場　
所
：
福
岡
市
立
早
良
市
民
セ
ン
タ
ー

古賀執行委員長の挨拶

政策集
井手英策教授

当
選

候補者名

はっとり誠太郎

星野みえ子

所属

無所属

無所属

得票数

992,255

232,465

当落

当

落

歴

新人

新人

【福岡県知事選挙結果】 ※投票率29.61％

空
港
シ
ャ
ト
ル
線

Ｂ
Ｒ
Ｔ
連
節
バ
ス
、

運
行
開
始
！

竹
下
分
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら

組
合
員
一
丸
と
な
っ
て

奮
闘
中
！

本
社
事
務
分
会

感
染
症
に
負
け
な
い

職
場
環
境
づ
く
り

国
物
西
日
本
分
会

毎
朝
、共
用
部
分
の

除
菌
作
業
を
実
施

国
物
東
日
本
分
会

クールビズ実施のお知らせ
組
合
本
部
で
は
、５
月
1
日

（
土
）か
ら
10
月
31
日（
日
）ま

で
、環
境
負
荷
低
減
活
動
の
一

環
と
し
て
、ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実

施
し
ま
す
。具
体
的
に
は
、本
部

通
常
業
務
や
組
合
主
催
会
議

な
ど
に
お
い
て
、上
着
や
ネ
ク

タ
イ
を
非
着
用
で
も
差
し
支
え

な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

COOLBIZ
研修担当の鶴我さん（青女協中央幹事）
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